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第３章においては、インドール部分の N の置換基が異なる４種類の対称 squaraine
色素 (SQ-1, SQ-2, SQ-3 及び SQ-4) を合成し、その吸収、蛍光の特性および BSA と
の相互作用について記述した。今回合成した４種の色素は DMF 中での最大吸収波長が
650-656 nm であり、最大蛍光波長は 662-672 nm の範囲であった。これらの色素はい
ずれもリン酸緩衝液中で BSA と相互作用を有して吸収スペクトルおよび蛍光スペクト
ルが変化し、蛍光強度変化の作用の強さは (SQ-2 > SQ-1 > SQ-4 > SQ-3) の順であっ
た。これは HPLC により示された疎水性の順 (SQ-4 > SQ-1 > SQ-2 > SQ-3) とは異な
っており、蛍光基と BSA との相互作用は単純な疎水性相互作用ではなく、疎水性及び
親水性の両方の相互作用により影響されることが示された。 
第４章では、置換基が異なる４種の近赤外非対称 cyanine 色素 (UCD-1, UCD-2, 





764-774 nm であり、最大蛍光波長は 788-798 nm の範囲であった。これらの色素はい




















 また、公聴会においても、色素-BSA 複合体を形成した際に色素が BSA のコンフォ
メーションに与える影響、色素が BSA と強く相互作用した理由についてなど種々の質
問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者および出席者の理解が得られた。 
 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
